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研究成果の概要：１９２０年代後半から１９３０年代にかけて、大量印刷技術、カメラ、ラジ

オといった尖端的なテクノロジーの出現に伴い、「文化」が一部の人の占有ではなくなり、より

広範な階層に享受された諸相を解明した。これまでの活字メディアである新聞や雑誌も新たな

読者を獲得するためにこうしたテクノロジーを積極的に取り入れたことを明らかにした。写真

を一つのケース・スタディとして取り上げ、メディア・ミックス状況について考察した。 
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１．研究開始当初の背景 

出版なら出版、映画なら映画に関するそれぞ
れの研究領域では一定の成果が上げられて
いた。しかし、いわゆるメディア・ミックス
の観点から、大衆が享受層として登場する、
この時期の社会状況と文学との関連を分析
する試みはほとんどなされていなかった。 
文学者もこうしたメディア・ミックス状況の
中で活動したにもかかわらず、これまでは作
家研究・作品研究が中心であり、メディアと
の関連性で考察された事もほとんどなかっ

た。 
 

２．研究の目的 

大量印刷技術、カメラ、ラジオ放送といった
尖端的なテクノロジーを用いて、さまざまな
メディアが新たな享受層の獲得をめざした
社会状況を解明する。「文化」が一部の人々
の占有でなくなり、より広範な階層に享受さ
れるようになる過程を解明する。 
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３．研究の方法 

文献資料に限らず、写真や映画などの映像資
料も収集し、それらをメディア・ミックスの
観点から分析する。 

公開研究会を開催する。特にこの研究課題に
関心がある若手研究者に報告を依頼する。そ
の報告を踏まえて、参加者が意見を交換し、
各々の理解を深める。 

 

４．研究成果 
大量印刷技術やカメラやラジオといった尖
端的なテクノロジーが大衆的な享受層にも
たらしたメディア・ミックス状況を解明した。 

（１） １９２５年７月に東京放送局がラジ
オ放送を開始する以前に、雑誌がラ
ジオを特集に取り上げたり、新聞社
が公開実験放送のイベントを開催し
たりした。新たなメディアであるラ
ジオ放送と従来の活字メディアとは
対立関係にあったわけではない。印
刷技術の開発によって大量部数の刊
行が可能になった活字メディアは、
より多くの読者を獲得するためにラ
ジオに対する大衆の関心を利用した
のである。 
文学者もこうした動向と無関係でな
かった。小山内薫、久米正雄などに
よってラジオ研究会が組織され、８
月１３日には、セリフと効果音のみ
を用いた「炭鉱の中」が放送された。
ラジオ放送に出演した作家の感想が
雑誌などに掲載された。ラジオ放送
は当事者たちの予想を超えた勢いで
享受層を拡大していった。 
海野十三は１９１９年に早稲田本科
理工科に入学し無線通信を学んだ。
『無線と通信』などに記事を発表し
た。「省線電車の射撃手」（『新青年』
１９３１）などラジオ放送をトリッ
クに用いた小説を次々に発表した。
ラジオ放送に関する知識が読者に普
及していることを前提にして書かれ
たことは言うまでもない。 

（２）１９２０年代後半から、東京、大阪、
名古屋といった都市部に急激な人口
の流入があった。関東大震災の被害を
受けた東京ばかりでなく、大阪や名古
屋でも道路の拡張、コンクリート造り
のビルの建設などといった生活空間
としての都市の整備が進められた。新
たな都市の景観は写真、ルポルタージ
ュ、詩、小説などの対象として取り上
げられるようになる。モダニズムの影
響を受けた写真家、文学者はビルの幾
何学的なフォルムや鉄骨の組み合わ
せなどに美を認めたのである。一方、
プロレタリア派の詩人である田木繁

は「工場―機械は目の前に厳存してい
る。手に触れることが出来る。それを
綿密に観察、記述することによって、
精神の基礎にすることが出来る」と考
え、『機械詩集』（１９３７年）を刊行
した。田木は労働する身体を媒介にし
て機械と一体となり、身体と機械を往
還させるような独自の表現方法を獲
得した。 
これまでの文学研究のようにプロレ
タリア派と芸術派とを対立的にとら
えるのでは、この「機械」のモチーフ
が広く流通した位相をとらえること
はできない。 

（３）１９２５年に発売されたライカは手軽
に持ち運びが出来る機能性において
写真の撮影を格段に進展させた。「目
で見ると同時にシャッターが押せる」
点に注目した木村伊兵衛はスナップ
ショットという、まさにある瞬間の光
景や人物を撮影した写真を生み出し
た。『犯罪科学』は、こうした写真を
組み合わせたフォトモンタージュを
用いたグラビア記事を掲載した。現実
の断片の組み合わせから読者は一つ
の物語を読み取ることになる。 

   現実と物語との相互連関は推理小説
の分野でも認められる。１９２５年前
後、江戸川乱歩がフィクションとして
の本格推理小説を発表した。その一方
で、実際に起きた事件を題材にした犯
罪実話小説が発表された。甲賀三郎の
「支倉事件｣（『讀賣新聞』１９２７年
１月～６月）である。もちろん、明治
時代以来、新聞と実話との結びつきは
あったが、一人の作家の長篇小説とし
ては甲賀の作品がはじめであった。つ
いで、山本禾太郎の『小笛事件』（『神
戸新聞』１９３２）が発表された。『新
青年』の編集長だった森下雨村は飽く
までも事実を離れず、しかも推理小説
以上の興味を覚えさせると評した。 

（４）谷崎潤一郎は写真に深い関心を寄せて
いた。「細雪」の平安神宮の花見の場
面で貞之助はライカで写真を撮影し
ている。谷崎に外国の写真技術に関す
る情報を伝えたのは、（これまで指摘
されたことがないが）小学校以来の親
友である笹沼源之助であった。笹沼は
東京高等工業学校に入学し、卒業後は、
父のあとを継いで中国料理店の経営
に携わった。谷崎のパトロンともいえ
る人物である。自宅に暗室を設けるほ
ど写真撮影に深い関心を抱いていた。
１９２６年にライカが輸入されると
早速購入した。 

   いっぽう、「細雪」中巻には、洪水の



 

 

ときに、安否のわからない妹の身を案
じた幸子が、妹の写真を見ていろいろ
思いをめぐらす様子が描かれている。
写真に映っているのは、かつて実際に
存在した人物であり風景である。写真
が「事実」を記録したものであること
に違いはないが、それを見る人がだれ
でも同じ「事実」を認識するわけでは
ない。幸子は妹が死んだかもしれない
と思いこんでしまう。 

（５）樋口一葉のイメージは一枚の写真をも
とに形作られてゆく。日本画家の鏑木
清方が参考にしたと言う『一葉全集』
（１９１２）に掲載された写真である。
しかし、１９３９年に公開された並木
鏡太郎監督の「樋口一葉」や西条八十
の「樋口一葉薄命哀詩」に岩田専太郎
が描いた挿し絵から新たな一葉のイ
メージが生み出される。一葉の小説を
原作にした映画を見た人の中には、
「一葉の小説を読んだことはないし、
又一葉の写真さへも見た事がない」が
映画の通りの人物だろうと述べる者
もでてくる。いわばコピーのコピーを
受け入れているわけだが、そのことに
疑問を覚えていない。 

（６）１８９９年高等女学校令の施行を一つ
の契機にして「少女」という概念が「少
年」（本来、年の若い者と言う意味で
ある）という概念から分離して用いら
れるようになった。１９０６年には
『少女世界』が、１９０８年には『少
女の友』が刊行された。しかし、雑誌
の挿し絵に描かれた「少女」のイメー
ジは、幼いものと１０代半ばくらいの
ものとに大別され、年令も身なりも、
のちのように固定化していない。 
１９２０年代後半から、竹久夢二の描
いた「少女」のイメージをうけ、蕗谷
虹児や高畠華宵や中原淳一などが、少
女を読者層にした雑誌にさまざまな
「少女」のイメージを描くようになる。
そこに描かれたファッションや目の
表情・しぐさなどが少女の間に広まっ
ていく。コピーのコピーを受け入れて
いるわけである。 

（７）谷崎潤一郎の「途上」（１９２０年）
には「「私立探偵」―日本には珍しい
此の職業が、東京にも五六軒出来た
（…）」と述べられている。明治期の
「探偵」は、日本最初の創作探偵小説
である黒岩涙香の「無惨」（１８９９
年）では警官刑事と分離されていない
し、漱石「吾輩は猫である」などでは
ネガティブな面が強調されていた。し
かし、大正期に入ると、「探偵」イメ
ージが刷新される。松崎天民『探偵ロ

マンス』（１９１５年）や、実際に探
偵事務所を開いた岩井三郎『探偵実話 
魔鏡』（１９１５年）といった実話物
とともに、「探偵」のイメージアップ
に貢献したのは写真であった。『探偵
ロマンス』に掲載された「事務室に於
ける岩井探偵長」の写真、整然とした
西洋間に腰掛けた威風堂々たる紳士
の風貌は、旧来の探偵のイメージのい
かがわしさを払拭して余りあるもの
である。明智小五郎に代表される１９
３０年代における探偵小説ブームも、
こうした新たな「探偵」イメージが確
立したことをふまえて成立したので
ある。 

（８）１９２０年代は犯罪や探偵に関する知
識が「大衆科学」と踵を接して広く流
通した。平田潤雄・秋間保郎『現代式
探偵科学』（１９２８年）は「最近に
於ける読書界の趨勢として、探偵小説、
大衆科学が最も耽読される」と述べて
いるが、１９２１年創刊の『科学知識』、
１９２３年創刊の『科学画報』といっ
た大衆向け科学雑誌やおおくの啓蒙
的科学書が伝える知識とリンクする
形で、科学的な犯罪操作方法が大衆に
浸透していった。 
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